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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。�

　
普
通
の
風
邪
と
違
い
、
突
然
、
三
十
八
度
以
上
の
発
熱
や
頭
痛
、
強
い
倦
怠
感
（
だ
る
さ
）
な
ど

の
全
身
症
状
が
み
ら
れ
、
と
き
に
は
合
併
症
に
よ
り
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
強
く
、
人
か
ら
人
へ
と
感
染
し
ま
す
。
高
齢
者
や
抵
抗
力
が
弱
っ
た

人
に
感
染
す
る
と
、
生
命
に
も
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。�

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
普
通�

　
の
風
邪
の
違
い
は�

●
江
府
町
の
対
策
は�

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か�

　
ら
な
い
た
め
に
は�

●
ワ
ク
チ
ン
は
い
つ
ご
ろ�

　
接
種
す
れ
ば
？�

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
健
康�

　
被
害
が
発
生
し
た
場
合�

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る�

　
副
反
応
は
？�

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か�

　
っ
た
ら�

　
日
本
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
、
拡
大
は
小
学
生
か
ら
始
ま
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
、

小
中
学
生
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
す
る
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
江
府
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

七
割
が
祖
父
母
世
代
と
同
居
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
世
代
の
感
染
、
拡

大
の
防
止
が
必
要
で
す
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
児
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
か
か
る
費

用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
予
防
を
図
り
、
流
行
の

拡
大
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

合
併
症
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
予
防
接
種
は
、
あ
く
ま
で
も
任

意
で
す
。
該
当
の
方
は
、
配
布
し

て
い
ま
す
説
明
書
を
よ
く
読
み
、

接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

�

平成20年度江府町小児インフルエンザ予防接種事業（概要）�

○予防接種の種類：インフルエンザワクチン�

○対　　　　　象：江府町に住所を有する生後６か月児から中学３年生まで�

　　　　　　　　　（平成５年４月２日から平成20年６月30日生まれ）�

○助　成　内　容：接種にかかる費用の２分の１を助成（１回の上限500円）�

　　　　　　　　　対象者１人につき２回接種が原則�

○事　業　期　間：11月４日から１月31日まで�

○実施医療機関�

注）①江府町が発行する受診券が利用できるのは、上記の医療機関だけです。�

　　②接種後30分間は、アレルギー反応（息苦しさ、じんましん、せきなど）が起こ�

　　　ることがありますので、医療機関で様子を見る必要があります。必ず上記の時�

　　　間内に受付をしてください。�

　　③診察日、診察時間などについては、医師が不在の場合や変更がある場合があり�

　　　ます。受けられる前に各医療機関に問い合わせをしてください。�

�

本事業に関するお問合せ先　江府町役場　福祉保健課�

　　　　　　　　　　　　　　　電　話　（０８５９）７５－６１１１�

　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　（０８５９）７５－６１６１�

江尾診療所� 佐伯医院� 日野病院�

受付時間�

休 診 日 �

そ の 他 �

9：00～12：00　�
16：00～17：00　�

8：30～12：00　�
13：00～16：30　�
(月曜は18：30まで)

（月～金）�
　14：00～16：30�
（第2・4土）�
　9：00～11：30

第2土・木午後�
日曜・祝日�

第1・3・5土�
第2・4土午後�

木午後・日曜・祝日�

第1・3水午後�
第1・3・5土�
日曜・祝日�

午後に接種希望の方

は、事前に予約して

ください。�
※ 要予約制� ※ 要予約制�

　
普
通
の
風
邪
の
症
状
は
、
の
ど

の
痛
み
や
咳
（
せ
き
）
な
ど
が
中

心
で
、
全
身
症
状
は
あ
ま
り
み
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
重
症
化
す
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
、
三

十
八
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
な
ど
の
全
身
の
症
状
が
強
く
、

普
通
の
風
邪
の
症
状
も
み
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
気
管
支
炎
、
肺
炎

な
ど
を
併
発
し
、
重
症
化
す
る
こ

と
が
あ
る
の
も
特
徴
で
す
。�

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流

行
性
の
病
気
で
、
短
期
間
に
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
大
勢
の
人
に

感
染
し
ま
す
。�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
の
咳
、

く
し
ゃ
み
な
ど
と
と
も
に
放
出
さ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
、
吸
引
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
（
飛

沫
感
染
と
い
わ
れ
ま
す
）�

　
予
防
の
基
本
は
次
の
と
お
り
で

す
。
実
践
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

◇
う
が
い
や
手
洗
い�

　
の
ど
の
奥
の
粘
膜
や
手
指
な
ど

に
付
着
し
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
有
効
な
方

法
で
す
。
特
に
、
外
出
し
た
後
は
、

念
入
り
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

◇
流
行
前
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

　
ク
チ
ン
接
種�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場

合
の
、
重
症
化
防
止
に
有
効
と
さ

れ
て
い
ま
す
。�

◇
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
十
分

　
な
休
養�

　
身
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め

に
、
十
分
な
休
養
と
栄
養
を
普
段

か
ら
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。�

◇
室
内
の
湿
度
は
五
十
％
か
ら
六

　
十
％
に�

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の

粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
室
内
の
湿
度
は
、
五

十
％
か
ら
六
十
％
に
保
つ
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。�

◇
人
混
み
や
繁
華
街
は
避
け
、
外

　
出
時
に
は
マ
ス
ク
着
用�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
飛
沫
感

染
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
す
る
時
期
に
は
、
人
混
み
へ

の
外
出
は
控
え
、
外
出
す
る
と
き

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
自
己
判
断
で
、
風
邪
だ
と
決
め

ず
に
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
安
静
に
し
て
休
養
を
し
、

特
に
、
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
水
分
も
、
十
分
に

補
給
し
ま
し
ょ
う
。�

※
市
販
の
風
邪
薬
と
い
わ
れ
る
も

の
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
に
、
直
接
効
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。�

���

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
、
約

二
週
間
か
か
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
通
常
一
月
上

旬
か
ら
三
月
上
旬
で
す
の
で
、
十

二
月
中
旬
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
二
回

接
種
の
場
合
、
二
回
目
の
接
種
は
、

一
回
目
か
ら
一
週
間
か
ら
四
週
間

あ
け
て
接

種
し
ま
す
。

一
回
目
は

早
め
に
接

種
し
ま
し

ょ
う
。�

※
不
明
な
点
な
ど
、
必
ず
か
か
り

つ
け
医
な
ど
に
相
談
し
て
か
ら
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。�

���

　
副
反
応
は
軽
く
、
十
％
か
ら
二

十
％
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場

所
の
、
発
赤
、
腫
れ
、
痛
み
な
ど

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
全

身
性
の
反
応
と
し
て
は
、
五
％
か

ら
十
％
で
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
両
方
と
も

二
日
か
ら
三
日
で
症
状
は
な
く
な

り
ま
す
。�

　
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と
し
て
、
湿

疹
、
ジ
ン
マ
シ
ン
な
ど
が
数
日
見

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

���

　
予
防
接
種
法
に
よ
る
定
期
接
種

の
場
合
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定

す
る
と
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く

健
康
被
害
の
救
済
措
置
の
対
象
と

な
り
ま
す
。�

　
任
意
接
種
に
よ
る
場
合
、
独
立

行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
法
に
よ
る
救
済
と
な
り
、
医

療
費
、
医
療
手
当
な
ど
が
支
給
と

な
り
ま
す
。�
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一
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
排
出
量
が
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
全

体
の
年
間
排
出
量
は
、
平
成
十
九

年
度
の
場
合
、
九
百
四
十
五
・
一

ｔ
で
し
た
。
過
去
五
年
間
の
推
移

と
し
て
は
、
平
成
十
八
年
度
が
多

い
も
の
の
、
全
体
的
に
は
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
と
い
え
ま
す
。�

　
し
か
し
、
一
人
当
た
り
の
ゴ
ミ

量
に
換
算
し
て
み
る
と
、
平
成
十

五
年
度
で
は
、
二
百
四
十
・
四
㎏

だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
十
九
年
度

で
は
二
百
五
十
六
・
三
㎏
に
増
え

て
お
り
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。�

　
こ
の
こ
と
は
、
ゴ
ミ
の
種
類
別

で
見
た
場
合
、
不
燃
ゴ
ミ
に
つ
い

て
は
多
少
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
可
燃
ゴ
ミ
な
ど
の
増
加
が
著

し
く
、
一
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
搬
出

量
増
加
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

ゴミの減量化に向けて①�ゴミの減量化に向けて①�
　今月号から「ゴミの減量化に向けて」と題して、ゴミ問題についてシリーズ�

で特集していきます。�

　初回では、江府町から出されるゴミの排出量の推移についてお伝えします。�

私たちの生活からは、毎日たくさん
のゴミがでます。普段から「ゴミに
なるものを買わない・持ち込まない」
意識を持ち、生活の中で出るゴミを
少しでも減らすことにご協力ください。
ゴミを分別することで、資源はリサ
イクルされ、可燃ゴミの量を減らす
ことになります。可燃ゴミを減らす
ことは、ゴミ処理の経費を減らすこ
とになります。また、地球温暖化の
原因となる二酸化炭素などの排出量
を減少させ、環境への負担を減らす
ことにつながります。�

ゴミを減らし、しっかり分別しよう�

江府町のゴミ排出量の推移�
1000�

900�

800�

700�

600�

500�

400�

300�

200�

100�

0

ｔ�
270�

265�

260�

255�

250�

245�

240�

235�

230�

225

㎏�

項
目
別
排
出
量�

一
人
当
た
り
の
排
出
量�

H19

資源ゴミ�不燃・不燃粗大�

一人当たりのゴミ排出量�

可燃・可燃粗大�

有害ゴミ�

H18H17H16H15

240.4

246.7 245.5

264.3

256.3

H18H17 H19H16H15

704.1�

84.5�

203.2�

0.9�

992.7

675.8�

72.1�

188.1�

2.5�

938.5

678.4�

59.4�

205.2�

2.1�

945.1

675.9�

86.4�

197.3�

2.0�

961.6

669.2�

86.4�

191.6�

2.0�

949.2

項　　目�

可燃・可燃粗大�

不燃・不燃粗大�

資源ゴミ�

有害ゴミ�

　　合　　計�

（単位：ｔ）�

264.3245.5 256.3246.7240.4
一人当たりのゴミ

排出量�

（単位：㎏）�



魅力ある地方を目指して�
＞＞頑張る地方応援プログラム＜＜�

　「魅力ある地方」の創出に向けて、前向きに取り組む地方自治体に対し、地方交付税などの
支援措置がある「頑張る地方応援プログラム」が、平成19年度からスタートしています。�
　地方交付税などの支援内容は、プロジェクトに取り組む地方公共団体に対し、１年あたり
3,000万円を限度に、３年間特別交付税で交付されます。�
　町は、平成20年度、次のプロジェクトに取り組んでいます。�

●企業立地促進プロジェクト� ［(　　)円は総事業費］�

31,719千円�

685千円�

(72,777千円)�
32,404千円�

目　的�

概　要�

実施年�平成19年度～平成21年度�

　雇用の拡大や若者の定住促進など、町の活性化のため企業誘致を積極的に進める。さらに、

町内農林業や商業、観光関連企業との、異業種交流を盛んにして、産業全体の発展を図る。�

具体的な事業施策�

　工場進出周辺地域の環境影響調査のため、現地調査や河川などの観測データの収集

を行う。結果を住民に公表し、資源の活用と自然環境保護との調和を図る。�

　企業誘致促進のため、道路・情報通信施設環境などを整備する。�

総　　　　　計�

●子育て支援プロジェクト�

1,419千円�

922千円�

(25,362千円)�
12,681千円�

目　的�

概　要�

実施年�平成20年度～平成21年度�

　人口の減少、少子・高齢化が急速に進むなか、子どもを安心して育てられるよう環境整備

を図り、子育て世代のさまざまな負担を軽減する。�

具体的な事業施策�

　母または両親のない子の福祉の増進を図るために、父または養育者の収入に応じ、

父子年金などを支給する。�

1,495千円�
　義務教育中の児童・生徒が、障害などにより、公共交通機関を利用することが困難な

場合、保護者および本人の経済的・身体的負担の軽減を図るため、通学の支援を行う。�

6,700千円�
　中学1年・3年について、教諭の加配により少人数学級を実施し、子育てについて

家庭との連携を強め、教育効果の向上を図る。�

648千円�
　高等学校、大学などに進学する能力を持ちながら、経済的理由により修学が困難な

者に対して、進学奨励金を支給する。�

　安心して子育てができるように、母子の健康診査や健康相談、食生活指導などを実施する。�

1,497千円�　夏休みを中心に学童保育を実施し、共働き家庭を支援する。�

総　　　　　計�

●安全・安心なまちづくりプロジェクト�

4,208千円�

(34,800千円)�
7,408千円�

目　的�

概　要�

実施年�平成20年度～平成22年度�

　有事に備え、学校など町民が多く利用する施設、避難場所となる施設などの安全性を高め

るとともに、消火活動、救助活動に必要な資機材を整備する。また、救助などに必要な実践

的な訓練を実施する。�

具体的な事業施策�

　旧耐震基準の学校校舎については、児童生徒の安全性の観点から、耐震化を進める。

また、町民が集う施設についても、災害時には地域住民の避難場所となるなど、防災

拠点としての機能を併せ持つことから、耐震化などの整備を進めていく。�

3,200千円�

　災害予防、応急対策復旧対策を整備し、防災対策に取り組む。また、広域的な防災

体制の確立を進めるとともに、町民との連携や自主防災組織の育成支援を行っていく。

緊急情報伝達に不可欠な、防災無線などの通信機器の整備を図る。�

総　　　　　計�
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秋
深
し
…
。
朱
色
に
光
り
な
が

ら
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
柿
の
実
、

赤
や
黄
色
の
紅
葉
に
そ
ま
っ
た
美

し
い
山
々
。
す
ば
ら
し
い
自
然
に

包
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
奥
大
山
の
秋

は
、
厳
し
い
冬
を
前
に
、
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
・
文
化
に
親
し
む
最
高

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。�

　
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
行
事
で
に
ぎ
わ
っ
た
こ

の
秋
を
、
日
記
風
に
振
り
返
っ
て

み
ま
し
た
・
・
・
。�

　�■
十
月
六
日
（
月
）�

　
今
日
は
、
米
沢
小
学
校
で
オ
ペ

ラ
リ
サ
イ
タ
ル
、
運
動
公
園
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。�

　
オ
ペ
ラ
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
米
沢

小
学
校
の
先
輩
、
大
岩
道
也
さ
ん

（
下
蚊
屋
出
身
）
を
招
い
て
行
わ

れ
、
お
と
と
し
に
次
い
で
二
回
目

で
す
。
前
回
、
学
校
最
後
の
年
に

は
ぜ
ひ
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
、
と

の
約
束
が
か
な
い
、
感
動
の
再
会

と
な
り
ま
し
た
。�

�������

　
大
岩
さ
ん
の
海
外
生
活
で
の
貴

重
な
体
験
談
や
、
す
ば
ら
し
い
歌

声
を
聞
い
た
あ
と
は
、
全
校
児
童

が
合
唱
指
導
を
受
け
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。�

　
午
後
は
、
運
動
公
園
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
県
民
ス
ポ
レ
ク
予

選
会
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
い
雲
に

覆
わ
れ
、
少
し
寒
い
風
の
中
で
し

た
が
、
三
十
名
の
選
手
た
ち
は
、

月
末
の
ス
ポ
レ
ク
大
会
目
指
し
て

一
打
入
魂
、
時
折
大
き
な
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
真
剣
に
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。�

�������

　�

��

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。�

�

第
一
位
　
梅
　
林
　
美
　
鈴�

第
二
位
　
門
　
村
　
勝
　
美�

第
三
位
　
梅
　
林
　
芙
美
子�

■
十
月
七
日
（
火
）�

　
今
日
は
、
江
尾
小
学
校
で
「
本

物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
の
観

劇
が
あ
り
ま
し
た
。
劇
団
道
化
座

に
よ
り
演
じ
ら
れ
た
『
ス
ー
ホ
の

白
い
馬
』
。
町
内
の
小
学
生
全
員

と
保
育
園
の
年
長
さ
ん
が
江
尾
小

体
育
館
に
全
員
集
合
し
て
、
一
緒

に
歌
を
歌
っ
た
り
し
な
が
ら
楽
し

く
観
劇
し
ま
し
た
。�

　
特
に
江
尾
小
学
校
の
三
年
生
は
、

団
員
の
方
と
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
前

に
立
ち
、
歌
と
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
は
じ
め
て
の
体
験
で
し
た

が
、
練
習
の
成
果
を
見
事
に
発
揮
、

堂
々
の
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。�

�������������

■
十
月
十
三
日
（
月
）�

　
伝
統
の
、
壮
年
野
球
大
会
開
幕

で
す
。
不
惑
の
歳
を
迎
え
た
ル
ー

キ
ー
も
、
初
出
場
か
ら
二
十
年
近

く
と
な
る
ベ
テ
ラ
ン
も
、
日
頃
の

運
動
不
足
を
も
の
と
も
せ
ず
、
ハ

ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。�

�������

　
三
日
間
に
わ
た
る
熱
闘
を
制
し

た
の
は
、本
町
五
丁
目
・
小
江
尾
・

久
連
の
三
集
落
で
構
成
さ
れ
た
、

江
尾
第
二
チ
ー
ム
。
第
十
八
回
大

会
か
ら
の
八
連
覇
と
な
り
ま
し
た
。�

　
●
決
　
勝�

江
尾
第
二
　
12
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
本
町
一�

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
文
化
の
秋
…�

彩
り
ゆ
た
か
な
奥
大
山
の
秋
を
行
く
！�
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■
十
月
二
十
日
（
月
）�

　
一
日
の
仕
事
を
終
え
、
も
う
ひ

と
が
ん
ば
り
。
職
域
卓
球
大
会
が

開
か
れ
、
夕
方
の
総
合
体
育
館
に

七
チ
ー
ム
が
集
結
。
二
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
で
の
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
と
、
熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。�

�����������

　
決
勝
戦
は
商
工
会
と
統
合
を
目

前
に
し
た
小
学
校
連
合
の
対
決
。

終
始
五
人
の
固
定
メ
ン
バ
ー
で
戦

っ
た
小
学
校
連
合
が
初
優
勝
で
有

終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。�

■
十
月
三
十
一
日
（
金
）�

　
朝
か
ら
に
ぎ
や
か
な
防
災
・
情

報
セ
ン
タ
ー
。
今
日
は
、
明
日
か

ら
始
ま
る
町
文
化
祭
展
示
の
部
の

作
品
搬
入
と
飾
り
付
け
で
す
。
講

座
や
教
室
で
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

ん
で
作
っ
た
も
の
、
個
人
の
趣
味

や
特
技
を
活
か
し
た
も
の
な
ど
、

取
り
付
け
ら
れ
た
ボ
ー
ド
や
テ
ー

ブ
ル
に
は
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

作
品
が
な
ら
び
ま
し
た
。�

　�

����������������

　
日
ご
ろ
の
学
び
の
成
果
を
発
表

す
る
絶
好
の
機
会
。
自
慢
の
作
品

を
飾
り
つ
け
る
み
な
さ
ん
の
表
情

も
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
ま
す
。�

■
十
一
月
二
日
（
日
）�

　
江
府
中
学
校
で
は
恒
例
の
文
化

祭
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は

そ
の
二
日
目
。
伝
統
の
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会
・
全
校
合
唱
が
あ
り

ま
し
た
。�

����������

　
毎
年
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
と
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
そ
し
て
楽
し

い
ダ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る

中
学
生
た
ち
。
今
年
も
、
話
題
の

グ
ル
ー
プ
の
あ
の
曲
『
羞
恥
心
』

を
先
生
も
生
徒
も
一
緒
に
歌
い
踊

り
、
体
育
館
は
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場

に
早
が
わ
り
。
ア
ン
コ
ー
ル
も
飛

び
だ
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。�

　
運
動
部
の
仲
間
が
次
々
と
引
退

し
て
い
く
な
か
、
こ
の
日
ま
で
毎

日
練
習
を
続
け
、
す
て
き
な
演
奏

を
聴
か
せ
て
く
れ
た
吹
奏
楽
部
の

三
年
生
。
『
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
』
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
先
生
や
仲
間
、

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
つ
づ

っ
た
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
は
、
三

年
生
み
ん
な
の
思
い
が
こ
も
っ
て

い
ま
し
た
。�

�������������������������

■
十
一
月
八
日
（
土
）�

　
今
日
は
、
町
文
化
祭
の
後
半
行

事
の
ス
タ
ー
ト
。
そ
し
て
夜
は
本

町
五
丁
目
解
放
文
化
祭
の
文
芸
発

表
会
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が
し
と
し
と

降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た

が
、
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
で
行
わ
れ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
は
大

盛
況
。
あ
ち
こ
ち
の
テ
ン
ト
か
ら

｢

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
！｣

と
元
気
の
い
い
声
が
き
こ
え
て
い

ま
し
た
。�

����������

　
午
前
十
時
。
Ｊ
Ａ
江
府
支
所
の

会
議
場
で
、
文
化
祭
舞
台
発
表
の

第
一
部
が
開
会
し
ま
し
た
。�
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総
合
進
行
は
、
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
三
人
。
こ
の
ほ
か
、
受

付
や
舞
台
係
も
、
出
演
団
体
の
み

な
さ
ん
が
手
分
け
を
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
。�

　
舞
台
は
、
日
本
舞
踊
「
あ
や
め

会
」
の
あ
で
や
か
な
舞
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。�

�������������������

　
公
民
館
講
座
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ

ー
ム
は
、
自
慢
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、

ピ
ン
ク
の
ム
ー
ム
ー
に
身
を
包
み

南
国
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
で
す
。�

　
続
い
て
、
お
な
じ
み
の
日
本
舞

踊
「
さ
く
ら
グ
ル
ー
プ
」
。
壮
大

な
大
地
を
思
わ
せ
る
太
極
拳
は
、

文
化
祭
初
登
場
で
し
た
。�

����������������

　
第
一
部
の
ト
リ
は
、
子
供
の
国

保
育
園
の｢

日
野
川
子
ど
も
太
鼓｣

。�

元
気
な
掛

け
声
と
、

切
れ
の
よ

い
バ
チ
さ

ば
き
は
、

す
っ
か
り

江
府
町
の

イ
ベ
ン
ト

の
顔
と
な

り
ま
し
た

ね
。�

　
舞
台
発
表
の
傍
ら
…
。
防
災
・

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
押
し
花
な

ど
の
体
験
講
座
も
開
か
れ
、
会
場

は
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。�

���������

　
舞
台
発
表
の
盛
り
上
が
り
を
引

き
継
ぎ
、
明
道
館
で
は
夕
方
か
ら

解
放
文
化
祭
の
文
芸
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
児
童
生
徒
の
学
習
発
表
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
出
し
物
や
、
す
っ
か
り

お
な
じ
み
と
な
っ
た
、
小
谷
良
夫

さ
ん
（
元
江
尾
小
教
諭
）
の
手
品

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
目
に
、

満
員
の
会
場
は
熱
気
い
っ
ぱ
い
。

最
後
は
恒
例
の
ラ
イ
ブ
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。�

■
十
一
月
九
日
（
日
）�

　
奥
大
山
の
秋
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
。
今
日
は
文
化
祭
舞
台
発
表
の

二
日
目
で
す
。
舞
台
は
、
『
江
府

町
讃
歌
』
の
作
曲
者
で
あ
る
手
島

隼
人
さ
ん
主
宰
の
合
唱
グ
ル
ー
プ

「
麦
の
会
」
を
特
別
ゲ
ス
ト
に
迎

え
て
開
幕
し
ま
し
た
。�

�����������������

　
来
春
の
統
合
を
前
に
、
四
小
学

校
最
後
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
合
唱

や
合
奏
、
円
熟
味
を
増
し
た
大
正

琴
「
曄
の
会
」
、
ア
イ
リ
ス
合
唱

団
も
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か

せ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

ベ
ル
フ
レ
ン
ド
は
、
江
府
町
讃
歌

の
ア
レ
ン
ジ
を
初
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
黒
坂
警
察
署
の
防
犯

寸
劇
が
初
登
場
。
振
り
込
め
詐
欺

の
防
止
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
訴
え
ま
し
た
。�

��������������

　
最
後
に
登
場
し
た
の
は
吹
奏
楽

部
を
中
心
と
し
た
江
府
中
の
生
徒

た
ち
。
学
校
文
化
祭
に
続
き
大
い

に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
名
実
と
も
に
秋
の
終
わ
り
。

底
冷
え
の
中
、
会
場
の
江
府
中
体

育
館
は
出
演
者
の
熱
意
に
あ
ふ
れ
、

文
化
の
香
り
高
い
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。�

　
…
駆
け
足
で
ふ
り
か
え
っ
た
奥

大
山
の
秋
。
来
年
は
、
さ
ら
に
多

く
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
に
。�
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　上記の結果から、「地域の行事に参加する」「地域の自然に関心をもつ」「家庭で学校での出来事

を話す」「近所の人にあいさつをする」などが県・全国平均に比べると高く、家庭や地域での関わり

の様子が見えてきます。�

　反面、「家の手伝いをするか」では小学校が、「自分にはよいところがあると思うか」については

中学校が県・全国平均に比べると肯定的回答が低いという結果でした。「将来の夢や目標をもってい

ますか」については、小・中学生とも県、全国を下回り、興味がもてることや自分のやりたいことな

どが見つかりにくい傾向もややあるようです。「将来の夢」が見つかるような人との出会いや関わりが、

今後大切になってくるのではないでしょうか。�

　10月の町報で「全国学力・学習状況調査」の学習面の結果概要をお知らせしましたが、今月は江府

町の小学校６年生・中学校３年生の生活の様子（質問紙調査より）についてまとめました。県や全国

の調査結果と比べ、よい点や課題になる点をとりあげています。�

　　　◎よい点・・・小・中学校とも県・全国平均を上回っている項目�

　　　▲課　題・・・両方又は、小・中学校のどちらかが県・全国を下回っている項目�

◎「朝食を毎日食べていますか」�

◎「新聞やテレビのニュースなどに関心がありますか」�

◎「今住んでいる地域の歴史や自然について関心がありますか」�

◎「今住んでいる地域の行事に参加していますか」�

◎「人が困っているときは進んで助けていますか」�

◎「近所の人に会ったときには、あいさつをしていますか」�

◎「人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか」�

◎「海、山、湖、川などに行って、自然のすばらしさを感じた事がありますか」�

◎「動物を飼育したり、花や野菜を育てたりしたことがありますか」�

◎「家の人と学校での出来事について話をしていますか」�

◎「家で食事をするとき、テレビを見ないようにしていますか」�

▲「自分にはよいところがあると思いますか」�

▲「将来の夢や目標をもっていますか」�

▲「家の手伝いをしていますか」�

▲「難しい事でも、失敗を恐れないで挑戦していますか」�

▲「テレビやビデオ・ＤＶＤを見たりする一日あたりの時間が３時間以上」�

≪質問紙調査（生活の様子）より≫� ◎よい点　　▲課題�

将来の夢や目標を�
　　　　　もっていますか？�

～全国学力・学習状況調査結果より②～�
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江
府
町
の
人
口
は
、
平
成
二
十

年
九
月
末
で
、
三
千
六
百
三
十
六

人
、
そ
の
内
六
十
五
歳
以
上
が
、

千
三
百
八
十
人
（
高
齢
化
率
三
十

・
八
％
）で
す
。江
府
町
の
高
齢
化

は
鳥
取
県
下
で
は
、
第
三
位
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
介

護
認
定
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

認
定
率
は
十
七
・
一
％
、
認
定
者

の
八
割
以
上
は
七
十
五
歳
以
上
の

方
で
す
。�

　
平
成
十
二
年
度
に
介
護
保
険
制

度
が
出
来
て
か
ら
、
江
府
町
の
介

護
認
定
者
の
原
因
別
推
移
は
、
左

の
と
お
り
の
グ
ラ
フ
と
な
り
ま
す
。�

　
最
も
多
い
の
は
、
脳
卒
中
な
ど

の
脳
血
管
の
病
気
に
よ
る
も
の
で

す
。
近
年
、
骨
・
関
節
の
病
気
、

認
知
症
が
増
え
て
い
ま
す
。�

　
「
歳
を
重
ね
て
、
心
身
の
機
能

が
低
下
す
る
の
は
、
仕
方
の
な
い

こ
と
」
と
、
考
え
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。�

　
心
身
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
最

大
の
原
因
は
、｢

も
う
歳
だ
か
ら｣

「
お
っ
く
う
だ
か
ら
」
と
、
身
の

回
り
の
こ
と
や
、
外
出
を
し
な
く

な
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
体
や
頭

を
使
わ
な
い
生
活
は
、
筋
力
や
意

欲
を
低
下
さ
せ
、
や
が
て
は
要
介

護
状
態
や
認
知
症
を
招
く
事
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。�

　
今
後
さ
ら
に
、
介
護
予
防
に
力

を
入
れ
る
と
同
時
に
、
地
域
で
見

守
る
体
制
つ
く
り
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。�

　
町
で
は
、
地
域
で
見
守
る
体
制

作
り
を
目
指
し
て
、
「
高
齢
者
見

守
り
講
演
会
」
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
福

祉
保
健
課
（
七
五
―
六
一
一
一
）

ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
日
に
ち
　
十
一
月
十
九
日�

○
時
　
間
　
十
三
時
〜�

　
　
　
　
　
　
　
十
六
時
三
十
分�

○
場
　
所
　
江
府
町
総
合
健
康�

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー�

○
講
演
内
容�

「
地
域
で
見
守
る
体
制
つ
く
り
」�

地
域
で
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を�

日時　11月21日　10時～12時�

場所　江府町総合健康福祉センター�

対象　認知症の方を介護している方�

詳細については�

　役場福祉保健課（７５－６１１１）�

　までご連絡ください。�

『認知症の人と家族の会』�

を行います�

4500�

4000�

3500�

3000�

2500�

2000�

1500�

1000�

500�

0

60�

50�

40�

30�

20�

10�

0

人�

40�

35�

30�

25�

20�

15�

10�

5�

0

％�人�

H20H19H18H17

33.433.4
34.234.2 34.734.7 35.135.1

33.4

11.111.1
13.113.1 13.213.2 1414

15.715.7 16.116.1 16.216.2
17.117.1

11.1
13.1 13.2 14

15.7 16.1 16.2
17.1

239239227227225225218218194194184184183183156156
239227225218194184183156

34.2 34.7 35.1
36.1 36.8

37.8 38.0

H16H15H14H13

H11

脳血管の病気�認知症�骨・関節・脊髄�その他の病気�

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

65歳以上� 65未満� 高齢化率�

要介護認定者数�▲�

▲� ▲� ▲� ▲� ▲� ▲� ▲� ▲�

要介護認定者割合（第１号）�

4
9
1
1111

4 7
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6
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1010
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1212

6
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8
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8
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6

94
4

10
5

4
3

5
88
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1
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年別介護認定原因推移�
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九
月
三
十
日
、
江
府
町
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
、『
江

府
町
学
校
教
育
の
充
実
振
興
に
関

す
る
要
望
書
』
が
提
出
さ
れ
、
十

月
三
十
日
に
、
町
長
と
の
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
要
望
は
、
毎
年
、
通
学
路

の
安
全
や
学
校
施
設
・
設
備
な
ど

児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境
整
備
に

向
け
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
、
例
年
の
全
体
共

通
要
望
、
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の

要
望
に
加
え
、
小
学
校
統
合
に
伴

う
項
目
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的

な
質
問
・
要
望
を
受
け
、
竹
内
町

長
が
回
答
し
ま
し
た
。�

　
通
学
路
の
安
全
、
通
学
関
係
で

は
、
ど
の
学
校
に
も
児
童
生
徒
に

と
っ
て
危
険
な
箇
所
が
あ
り
、
見

通
し
の
悪
い
道
路
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
や
標
識
設
置
、
防
犯
灯
の
設
置
、

冬
季
間
の
除
雪
な
ど
が
要
望
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
、
来
年
三
月
か
ら

の
町
営
バ
ス
運
行
に
伴
っ
て
徒
歩

区
間
が
変
更
に
な
る
部
分
の
除
雪
、

バ
ス
停
周
辺
の
整
備
、
四
月
か
ら

の
小
学
生
の
通
学
の
安
全
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に

思
う
保
護
者
の
強
い
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
対
し
、
町
長
は
「
通
学

路
上
で
、
特
に
家
か
ら
バ
ス
停
ま

で
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
課
題
と
し
て
対
処
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
防
犯
灯
な
ど
も
、

町
全
体
を
点
検
し
な
が
ら
積
極
的

に
対
応
し
た
い
。
通
学
路
に
関
し

て
は
町
で
対
応
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
検
討
し
、
県
や
警
察
な
ど

が
所
管
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。
」
と

回
答
し
ま
し
た
。�

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊�

　
学
校
経
営
関
係
で
は
、
少
人
数

学
級
設
置
の
た
め
の
教
員
配
置
、

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
う

教
材
・
教
具
・
設
備
等
の
充
実
、

図
書
館
教
育
の
充
実
と
し
て
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
補
助
員
の
配
置
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
は

「
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
も
、

学
習
に
欠
か
せ
な
い
も
の
や
校
内

の
危
険
回
避
対
策
に
つ
い
て
は
優

先
的
に
予
算
措
置
を
し
た
い
。
ま

た
、
図
書
館
の
事
務
補
助
員
や
用

務
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
、
中
学
校
一
校
ず
つ
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
常
勤
配
置
を
検
討
し

た
い
。
」
と
回
答
し
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
連
絡
協
議
会
長
の
妹

尾
和
之
さ
ん
（
江
尾
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

が
、
「
町
の
財
政
が
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
も
十
分

承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
こ
の
回
答
を
持
ち
帰

り
、
会
員
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
、
今
一
度
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
、

要
望
会
を
終
了
し
ま
し
た
。�

江
府
町
学
校
教
育
の
充
実
振
興
に
関
す
る
要
望�

〜
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
町
長
へ
〜�

Cultural Festivals（文化祭）�
�
Hi everyone, this month there is a Cultural Festival in Kofu and I

,
d like to talk about cultural�

festivals in America. First, we don
,
t have a school cultural festival in the U.S. Instead, we have talent shows,�

school dances, pie-eating contests and all sorts of other fun events. People on the student council propose �
ideas to the teachers and if the ideas are approved, they get to do the event. Students are also in charge �
of decorating, advertising and acting as the hosts for the events. �
�
　みなさん、こんにちは。今月は江府町で「文化祭」があるので、アメリカでの「文化祭」について話し�
たいと思います。�
　アメリカでは、全校での文化祭はないし、年に１回だけでもないです。　タレントショー、スクールダ�
ンス、パイの大食い大会などがありますが、それは有志によるイベントなので、出たい人に限られていま�
す。なので、友達の影響でダンスなどに出る生徒がほとんどです。�
　どうやってそのイベントをするかというと、生徒が先生にアイディアを伝え、許可をもらったらそのイ�
ベントができます。�
　飾りつけやチラシを作ることなどは、生徒の仕事で司会も生徒がよくします。�
�
　以上、ご紹介したことはアメリカの中学校でのお話です。日本では、高校や大学の学園祭でよく見られ�
　る光景ですね。�
　　アメリカでは早くから自立させ、積極的に社会参加をさせていくようです。�

ブライアン
のフリートーク⑮ブライアン
のフリートーク⑮
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話�題�町�の�
あなたのまわりの�
明るい話題お知ら�
せください。�
町民生活課�
　　75－3223

題�町�の�の�の�

平
成
二
十
年
度�

　
　
鳥
取
県
畜
産
共
進
会�

池
ノ
内
常
盤
会
防
災
訓
練�

西
ノ
島
町
　
姉
妹
町
交
流�

　
十
月
二
十
三
日
、
池
ノ
内
常
盤
会
は
自
主

防
災
組
織
と
し
て
の
活
動
と
し
て
、
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。�

　
今
回
の
訓
練
は
、
女
性
会
員
の
方
が
災
害

を
想
定
し
て
の
、
炊
き
出
し
の
訓
練
で
し
た
。�

　
常
盤
会
は
、
平
日
昼
間
の
災
害
に
対
応
す

る
た
め
防
災
体
制
を
整
え
、
消
火
訓
練
や
救

命
救
急
講
習
を
開
く
な
ど
、
積
極
的
に
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
平
成
十
九
年
十
一
月
に
は
、
自
主
防
災
活

動
の
取
組
が
認
め
ら
れ
、
鳥
取
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
十
月
四
日
、
五
日
の
二
日
間
、
島
根
県
西

ノ
島
町
で
、
姉
妹
町
の
経
済
交
流
を
行
い
ま

し
た
。�

　
四
日
は
両
町
か
ら
農
協
、
漁
協
、
郵
便
局
、

商
工
会
、
行
政
の
関
係
者
な
ど
が
集
ま
り
、

経
済
交
流
協
議
会
の
総
会
が
開
か
れ
、
双
方

の
特
産
品
販
売
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。�

　
五
日
は
、
伝
統
行
事
の
「
帝
祭
（
み
か
ど

ま
つ
り
）
」
に
物
産
を
出
展
し
ま
し
た
。
大

根
、
ト
マ
ト
、
白
ネ
ギ
、
ピ
ー
マ
ン
の
新
鮮

野
菜
の
ほ
か
、
み
そ
、
米
、
焼
肉
の
た
れ
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
奥
大
山
の
水
、
竹
酢
な
ど
の

特
産
品
販
売
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。�

　
十
月
十
一
日
、
琴
浦
町
鳥
取
県
中
央
家
畜

市
場
で
、
鳥
取
県
畜
産
共
進
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。�

　
鳥
取
県
全
域
か

ら
和
牛
四
十
一
頭
、

乳
牛
六
十
七
頭
の

出
品
が
あ
り
ま
し

た
。�

　
江
府
町
か
ら
も
、

和
種
種
牛
の
部
に

一
頭
が
出
品
さ
れ
、

上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。�

★
成
績�

　
第
一
部
　
和
種
種
牛
の
部�

　
第
二
区
若
雌
（
平
成
十
九
年
五
月
十
二
日

　
〜
平
成
十
九
年
八
月
十
一
日
ま
で
に
生
産)�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
品
数
十
八
頭�

　
優
等
賞
三
席
　
「
な
つ
み
号
」�

　
　
　
　
　
　
下
蚊
屋
　
越
峠
　
嘉
道
さ
ん�

　
ま
た
、
川
上
正

昭
さ
ん
（
小
原
）

の
「
あ
き
ひ
め
一

五
号
」
が
十
一
年

連
続
で
出
産
を
し

た
と
い
う
こ
と
で
、

連
産
牛
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。�

�

12



　
十
月
十
六
日
、
明
徳
学
園
専
門

課
程
に
江
府
中
一
年
生
三
十
九
名

が
「
入
学
」
し
、
交
流
学
習
を
行

い
ま
し
た
。�

　
給
食
を
終
え
て
午
後
一
番
、
先

輩
が
待
つ
教
室
へ
緊
張
し
た
面
持

ち
で
訪
れ
た
中
学
生
た
ち
は
、
早

速
授
業
に
。
そ
れ
ぞ
れ
が
志
望
し

た
講
座
で
真
剣
に
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。�

　�　
　
＊
　
　
　
　
　
＊�

　
最
近
の
子
ど
も
は
、
家
庭
で
の

会
話
を
よ
く
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
よ
う
で
す
が
、
江
府
町
の
小

中
学
生
は
「
家
の
人
と
学
校
で
の

出
来
事
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る｣

割
合
が
県
や
全
国
の
平
均
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。
（
学
力
・
学
習
状

況
調
査
よ
り
）
し
か
し
、
近
所
の

お
年
寄
り
と
話
し
た
り
、
知
ら
な

い
大
人
と
交
流
す
る
機
会
は
日
常

的
に
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
日
は
、
短
い
時
間
で
し
た

が
、
教
え
た
り
教
え
ら
れ
た
り
し

な
が
ら
と
て
も
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
で
交
流
。
中
学
生
に
と
っ
て
は

貴
重
な
社
会
体
験
の
場
と
し
て
、

ま
た
学
園
生
に
と
っ
て
も
、
孫
世

代
の
若
者
と
机
を
並
べ
同
じ
時
を

過
ご
す
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
十
月
七
日
、
運
動
公
園
総
合
体

育
館
に
お
い
て
、
江
府
町
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
明
徳
学
園
学
生
自
治
会

共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
二
十
九
回

目
を
迎
え
ま
す
。�

　
開
会
式
の
後
に
は
、
恒
例
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
子
供
の
国
保
育

園
年
長
児
に
よ
る
「
日
野
川
子
ど

も
太
鼓
」
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
、

競
技
開
始
。�

����������

　
ボ
ー
リ
ン
グ
や
玉
入
れ
な
ど
の

五
種
目
で
得
点
を
競
い
、
和
や
か

な
中
に
も
勝
負
を
意
識
し
た
真
剣

な
表
情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

園
児
と
の
交
流
「
と
も
だ
ち
み
つ

け
た
」
で
は
、
同
じ
カ
ー
ド
を
持

っ
た
園
児
と
仲
良
く
手
を
つ
な
い

で
ゴ
ー
ル
。
フ
ロ
ア
に
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。�

心も元気！体も元気！�心も元気！体も元気！�心も元気！体も元気！�
～明徳学園中学生交流～�

～町高齢者スポーツ大会～�
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十
月
二
十
一
日
か
ら
懇
談
会
が

始
ま
り
、
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。�

　
今
年
の
懇
談
会
で
は
『
男
女
共

同
参
画
社
会
』
を
テ
ー
マ
に
、
暮

ら
し
の
中
に
存
在
す
る
男
女
間
の

不
平
等
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
男
女
共
同
参

画
を
実
践
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し

て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。�

　
『
江
府
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
』
策
定
の
際
に
行
わ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
約
六
割
の
男
女
が

「
社
会
通
念
で
格
差
が
あ
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

三
年
を
経
て
、
意
識
の
変
化
は
あ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。�

　
こ
こ
で
は
、
前
半
を
終
え
て
、

懇
談
会
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

＊
男
も
女
も
お
互
い
に
助
け
合
っ

　
て
生
活
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

　
な
決
定
事
項
に
つ
い
て
も
民
主

　
的
に
や
っ
て
い
る
。
良
い
意
味

　
で
役
割
分
担
が
あ
り
、
集
落
が

　
ま
と
ま
っ
て
い
る
。�

＊
年
代
に
よ
る
感
覚
の
差
異
は
あ

　
る
。
小
学
校
の
会
合
で
は
み
ん

　
な
で
準
備
し
、
み
ん
な
で
片
付

　
け
る
。
老
人
会
で
は
女
性
の
み

　
が
準
備
・
片
付
け
を
し
て
い
る
。�

＊
女
性
は
、
家
事
を
理
由
に
集
落

　
等
の
会
合
に
出
た
が
ら
な
い
人

　
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。�

＊
い
く
ら
平
等
と
い
っ
て
も
男
性

　
・
女
性
は
や
は
り
違
う
の
で
、

　
お
互
い
に
認
め
合
っ
て
助
け
合

　
う
、
で
き
る
こ
と
を
し
合
う
こ

　
と
が
た
い
せ
つ
で
は
な
い
か
。�

　�　
話
し
合
い
の
雰
囲
気
も
よ
く
、

集
落
の
記
録
を
み
て
も
、
ほ
と
ん

ど
が
「
理
解
で
き
た
」
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
理
解
で
き
た
」
と
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
少
し
ず
つ
意
識
改
革
が
進
み
、

性
別
を
超
え
て
そ
の
人
の
人
間
性

を
尊
重
で
き
る
社
会
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
流
れ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
流
れ
が

後
半
の
懇
談
会
に
、
そ
し
て
実
践

に
つ
な
が
り
ま
す
よ
う
に
。�

スタートしました！�

小地域懇談会�

考えてみましょう�じ�ん�け�ん�
「女性の人権ホットライン」�
～全国一斉強化週間～�

　法務局及び人権擁護委員連合会では、悩みを

持った女性が気軽に相談できる専用の電話相談

窓口である「女性の人権ホットライン」を開設

しています。�

　「女性の人権ホットライン」は、男女差別、

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティック・

バイオレンス、ストーカー問題など、女性の人

権に関わるあらゆることの相談に応じます。特

に女性に対する暴力をなくす運動期間中の一週

間を強化週間として下記のとおり開設時間を延

長しますので、相談ごとをお持ちの方はどうぞ

ご利用ください。�

�

　　●日　時　　11月17日(月)～23日(日）�

　　　　月～金曜日　　8：30から19：00�

　　　　土・日曜日 　10：00から17：00�

�

　　　　電話番号　0570－070－810

江府町人権・同和教育研究集会�
第34回�

●日　時　　12月15日(月）　12時30分～受付�

●内　容�

　　■　アンサンブル・サビーナ�

　　　　　　　　「音楽と人権」コンサート�

　　　　クラシック音楽のコンサートによって、

　　　個人の尊厳や自由・自立、市民的権利な

　　　どの発展の歴史を考えていくことは、人

　　　権の意義を理解していくためにとても有

　　　効な手法の一つです。『アンサンブル・

　　　サビーナ』は、「豊かな音楽は競争によ

　　　って生まれるのではなく、お互いを人間

　　　として尊敬し、助け合う心から生まれる」

　　　という人権教育の趣旨で活動に取り組ん

　　　でいます。�

　　■　特別報告　「子供の国保育園での人権・

　　　　　　　　同和保育の実践」�

　　■　人権啓発標語・作文発表及び表彰�

　　　　　　　�

●場　所　　山村開発センター�
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11月の本棚�11月の本棚�
～町立図書館より～�～町立図書館より～�

♪江府町立図書館♪�
開館時間�

月 ～ 金　8:30～19:00�
土日・祝　8:30～17:30�
TEL　75－2005

・宿屋めぐり　　町田　康　　・犯罪小説家　　雫井脩介　　・死の薬　　Ｓａｏｒｉ�

・骨音（池袋ウエストゲートパーク３）/　反自殺クラブ（池袋ウエストゲートパーク５）�

　Gボーイズ冬戦争（池袋ウエストゲートパーク７）　　石田衣良　　・宿命　　東野圭吾　�

・告白　　湊かなえ　　・天然老人　　秋山祐徳太子　　★鬱の力　　五木寛之・香山リカ�

あたらしく入った本�

小説・エッセイなど�

・なぜ君は絶望と闘えたのか　　門田隆将　　★酵素力革命　　新谷弘実　　・風天（フーテン）　森　英介�

・おかずとご飯の本　　高山なおみ　　・決定版　米子・境港・西伯・日野ふるさと大百科　杉本良巳�

そのほか�

・税金の絵事典　　PHP研究所　・漢検のひみつ　　学習研究社　　・段ボールのひみつ　　学習研究社�

・スイカぼうず　　とみや真矢　・もりたろうさんのじどうしゃ　　おおいしまこと�

・ホタルの川　　おおつきひとみ　　・チャレンジミッケ！　１～４　　ウォルター・ウィック�

児童・ヤングアダルト�

・11月19日（水）�

�

�

�

・11月27日（木）�

�

�

�

・12月3日（水）�

13：30～14：00

杉谷活性化施設前�

14：15～14：45

美用公民館前�

15：00～15：30

御机多目的集会施設前�

13：30～14：00

宮市構造改善センター前�

14：15～14：45

助沢多目的集会施設前�

15：00～15：30

下蚊屋集合施設前�

13：30～14：00

老人保健施設あやめ�

14：15～14：45

チロルの里特別養護老人ホーム�

今月のおすすめ�今月のおすすめ�

「新谷式食事健康法」には腸を

健康し、血液をきれいにし、細

胞をきれいにする、そのための

極意がつまっています。酵素の

力で若返りましょう！�

★酵素力革命�

「鬱」イコール悪と思われてい

るが、本当にそうだろうか？同

じ問題意識を抱いた作家と精神

科医が、うつ病の急増、減らな

い自殺、共同体の崩壊など、日

本人が直面する心の問題を徹底

的に語りあう。�

★鬱の力�

今月のあやめ号�

五木寛之・香山リカ� 新谷弘実�

＊今月の運行地区・時間＊�



総 合 体 育 館　75－3229�

給食センター　75－2004

総合健康福祉センター�

　　　福祉保健課　75－6111�

　　　江尾診療所　75－2055�

　　　歯科口腔外科予約専用�

　　　　　　　　　77－2345

�

�

�

ファックス　75－2389�

出　納　室　75－2211�

総　務　課　75－2211

企画政策課　75－3305�

町民生活課　75－3223�

農林産業課　75－3222�

建　設　課　75－3306�

議会事務局　75－3307�

農業委員会事務局　75－3222

教育委員会事務局　75－2223�

公　民　館　75－2005�

図　書　館　75－2005�

明道児童館　75－2624�

子供の国保育園　75－2704

役場への電話は…�
■　市外電話0859　■�

INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION
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○日 に ち　平成21年12月27日～平成22年１月１日�

○場　　所　アメリカ・サンフランシスコ市および�

　　　　　　スコッツバレー市周辺�

○対　　象　現在江府中学校生徒および町内小学校６年生�

○内　　容　アメリカ家庭でホームステイ、中学生交流、�

　　　　　　名所視察�

○参 加 費　１人18万円程度（現在の試算）�

○申込期限　11月28日まで�

　　　　　　（申込書を学校に提出してください）�

○そ の 他　日程、場所、参加費などは、変更になる場

　　　　　　合があります。�

○問合せ先　ＩＥＡ江府事務局　電話75－6111

ホームステイ＆交流体験　参加者募集�
行こう！アメリカへ!!

鳥取県ふるさと就農体験ツアー参加者募集�
　鳥取県で、農業を始めようとされている方を対
象にした体験ツアーです。お気軽に参加ください。�
○期　　日　12月６日13時～７日16時まで�
○参 加 費　１人当たり1,000円�
○定　　員　20人（定員になり次第締切り）�
○内　　容�
　１日目　農業大学校の施設見学／農作業体験／�
　　　　　新規就農者の体験発表／就農相談�
　２日目　新規就農者の農場視察　など�
○申込期限　11月25日（必着）�
　　　　　　ＦＡＸ・電子メール可�
○申込・問合せ先�
　〒680－8570　鳥取市東町１丁目220番�
　鳥取県農林水産部経営支援課内�
　（財）鳥取県農業担い手育成基金�
　電　話　0857－26－7599�
　ＦＡＸ　0857－26－7294�
　電子メール　kikin@apionet.or.jp

社会保険料（国民年金保険料）�
控除証明書について�

　国民年金保険料は、全額が社会保険料控除（非

課税）の対象です。年末調整や確定申告で国民年

金保険料を申告する場合は、社会保険料（国民年

金保険料）控除証明書の添付などが必要です。社

会保険庁から届いた控除証明書は、申告の際まで

大切に保管してください。�

○問合せ先�

　社会保険庁控除証明書専用ダイヤル�

　（11月４日～３月13日）�

　電話　0570－070－117�

　ＩＰ電話などの方　電話　03－6748－8882

まちづくり講演会を行います�
　日野町で「里山元気塾」を主宰し、日本一小さ
な「蔵」美術館の館長でもある小谷博徳さんを講
師に迎え、「地域の元気づくり」について、講演
をしていただきます。町おこしにも、大いに参考
になる話しが聴けると思います。多数ご参加くだ
さい。�
○日　　時　12月５日　19時から�
○場　　所　防災情報センター２階�
○講　　師　小谷博徳氏（日野町在住）�
○問合せ先　役場企画政策課　電話75－3305

鳥取県最低賃金が改正されました�
　10月26日より、鳥取県最低賃金が１時間629円に改

正されました。鳥取県最低賃金は、業種や規模および常

用、臨時、アルバイト、パートタイマーなどの雇用形態

に関わらず、県内の事業所で働くすべての労働者とその

使用者に適用されます。�

　最低賃金額には、次の賃金などは含まれません。�

　　①精皆勤手当、通勤手当、家族手当�

　　②臨時に支払われる賃金�

　　③１月を超える期間ごとに支払われる賃金�

　　④時間外労働、休日労働および深夜労働の割増賃金�

○問合せ先　鳥取県労働局労働基準部賃金室�

　　　　　　電話　0857－29－1705�

　　　　　　各労働基準監督署�

恩給欠格者、戦後強制抑留者、�
引揚者のみなさまへ�

　平和祈念事業特別基金では、いまだ請求されて

いない恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者のご

本人に特別慰労品を贈呈しています（遺族の方は

対象となりません）。引揚者は、終戦の日までに

引き続き１年以上外地で生活していて、戦後引上

げてきた家族全員が対象です。�

　請求書などは、役場町民生活課にあります。未

請求の方は、早急に申請してください。�

○請求期限　平成21年３月31日まで�

○問合せ先　�

　独立行政法人　平和祈念事業特別基金�

　電話　0120－234－933�

　（９時15分～17時15分　土日祝日休）�

司法書士による�
全国一斉労働トラブル110番�
○日　　時　11月23日　10時～15時�

○相談方法　電話相談（当日のみの専用電話）�

　　　　　　電話0857－27－4166�

　　　　　　　　　　　　　　4168�

○相 談 例　給料の支払が遅れている／残業手当を支払

　　　　　　ってもらえない／突然、解雇されたなど�

○問合せ先　鳥取県司法書士会�

　　　　　　電話　0857－24－7013

給与の源泉所得税の納付期限を忘れずに�
　給与、賞与に係る源泉所得税の納付期限は、次のとお

りです。�

○毎月納付の方（12月支給分）�

　納付期限　１月13日�

○納期特例適用の方（７月～12月支給分）�

　納付期限　１月13日�

○納期特例適用の方で納期限の特例の届出をされている

　方（７月～12月支給分）�

　納付期限　１月20日�

　（12月31日現在で、源泉所得税の滞納がない方に限

　られます）�

＊納付すべき税額がない場合でも、給与などの支払があ

　れば、納付書を作成のうえ、税務署へ直接提出してく

　ださい。�

町営住宅入居者再募集�
　町営住宅の入居希望者を次のとおり再募集します。�
○団　地　名　江尾団地�
○場　　　　所　江府町大字江尾52番地１�
○戸数及び規格　公営住宅　３棟６戸のうち２戸�
　　　　　　　　（コンクリートブロック造鋼板ぶき平屋建　３ＤＫ　51.25㎡）�
○家　　　　賃　所得状況により異なります(駐車場利用の場合は、別途使用料がかかります)�
○敷　　　　金　家賃の３か月分�
○申 込 資 格�
　次のすべてに該当する者�
　現に同居し、同居しようとする親族(事実上婚姻関係にあるもの、婚約者を含む)がある者／収入基準に該当
　する者／現在住宅に困っている者／町税を滞納していない者／入居予定者全員が、暴力団員による不当な行
　為の防止に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員でない者�
○提 出 書 類�
　町営住宅入居申込書／入居予定者全員の住民票（続柄の省略をしないもの）／入居予定者全員の所得課税証
　明書（平成19年分）／住宅に困窮していることの証明書（民生委員の証明など）／誓約書�
○申 込 期 限　11月21日　17時30分�
　　　　　　　　＊申込み期限までに、申込件数が募集戸数に満たない場合は、以後先着順とします。�
　　　　　　　　（その場合、入居日は協議により決定します。）�
○申　込　先　役場　町民生活課�
○抽選予定日　11月27日　10時�
○入居予定日　12月20日�
○そ　の　他　・犬、ネコなどペット類の飼育は禁止する�
　　　　　　　　・入居申込者多数の場合は、公開抽選会を行います�
　　　　　　　　・申込資格に該当しなかった場合は、審査時点でご遠慮願います�
　　　　　　　　・収入基準については、所得課税証明を持参のうえ、役場町民生活課に相談ください�
　　　　　　　　・申込書は、役場町民生活課にあります�
○問 合 せ 先　役場　町民生活課　電話　75－3223�



江府町人権同和問題啓発標語�

江尾小学校４年　川　上　結　衣　さべつから　大切な友だち　守ろうよ�
米沢小学校４年　下　垣　舞　林　一人では　できないことも　みんなでね�

学年は応募があった平成19年度時点で掲載しています。�

行� あ� こ�事� れ� れ�
都合により、日程が変更される場合があります。� 12月�11月�

18

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。�

●求人情報・採用に関することなどは米子公共職業安定所根雨出張所 (TEL72-0065) へ連絡して下さい。�

11月分�

●広域隣保活動の参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。�

ハローワークからから求人情報�ハローワークから求人情報�

賃 金 �就業時間�年齢�所 在 地 �求人事業所名� 職 種 �

8:30～17:30�
16:00～  9:00

社会福祉法人寿耕会�
チ ロ ル の 里 �

久連7 134,400～139,40059歳以下�介護職員（特養）�

8:30～17:30
社会福祉法人寿耕会�
チ ロ ル の 里 �

久連7 148,500～158,500不問�看護師（正・准）�

8:30～17:30
社会福祉法人寿耕会�
チ ロ ル の 里 �

久連7 750～800（時給）�不問�雑務員�

6:30～15:30�
11:00～21:00

休暇村　大山鏡ヶ成�御机709-1 165,500～190,00059歳以下�レストラン係（主任候補）�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

�

17�

�

18�
�

19�

�
�

20�
�

�

�

21�
�

�

22�

23�

24�

�

25�

�
�

26�
�

�

27�
�

�
�

28�

�

29�

30

�

月�

�

火�
�

水�

�
�

木�
�

�

�

金�
�

�

土�

日�

月�

�

火�

�
�

水�
�

�

木�
�

�
�

金�

�

土�

日�

ウエルビクス教室�

歯科検診・フッ素塗布�

公民館講座（墨彩画）�

食生活改善推進員養成講座�

高齢者見守りに向けた講演会�

公民館講座（書道）�

明徳学園�

ふれあいデー�

公民館講座（陶芸）�

認知症の人と家族の会�

公民館講座（エコクラフト）�

公民館講座（フラダンス）�

はつらつ運動教室�

公民館講座（和紙折紙）�

卓球大会（小学生の部）�

�

ウエルビクス教室�

２歳・３歳児健診�

公民館講座（写真）�

公民館講座（樹脂粘土）�

メタボ予防教室�

ふれあいデー�

たんぽぽ学級�

バドミントン教室�

�

はつらつ運動教室�

公民館講座（生花）�

公民館講座（グラスアート）�

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

防災情報センター�

子供の国保育園�

高齢者創作館�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

町民体育館�

�

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

防災情報センター�

町民体育館�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

防災情報センター�

9：30～11：30�

�

13：30～�

9：00～�

13：00～16：30�

13：30～�

9：30～�

10：00～11：30�

13：00～�

10：00～12：00�

13：30～�

14：00～�

14：00～16：00�

13：30～�

9：00～�

�

9：30～11：30�

�

13：30～�

13：30～�

14：00～15：30�

10：00～11：30�

19：00～20：30�

19：30～�

13：30～�

14：00～16：00�

19：00～�

10：00～�

受付�
13：00～13：30

受付  13：00～13：30�
　　  14：00～14：30

公民館講座（パッチワーク）�
　　　　　（エコクラフト）�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �
�

1�
�

2�

3�
�

4�
�

5�

6�

7�

�

8�

�

9�
�

10�

�

11�

�

12�
�

13�

14

�

月�
�

火�

水�
�

木�
�

金�

土�

日�

�

月�

�

火�
�

水�

�

木�

�

金�
�

土�

日�

ウエルビクス教室�

バドミントン教室�

食生活改善推進員養成講座�

�

ふれあいデー�

バドミントン教室�

�

�

�

ウエルビクス教室�

�

バドミントン教室�

�

人権行政相談�

公民館講座（書道）�

ふれあいデー�

バドミントン教室�

はつらつ運動教室�

公民館講座（生花）�

�

町民バドミントン大会�

総合健康福祉センター�

町民体育館�

総合健康福祉センター�

�

子供の国保育園�

町民体育館�

�

�

�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

町民体育館�

�

防災情報センター�

防災情報センター�

子供の国保育園�

町民体育館�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

�

町民体育館�

9：30～11：30�

19：30～�

9：00～14：00�

�

10：00～11：30�

19：30～�

�

�

�

9：30～11：30�

13：30～�

19：30～�

�

9：00～12：00�

13：30～�

10：00～11：30�

19：30～�

14：00～16：00�

19：00～�

�

9：00～�

公民館講座（絵手紙・油絵）�
　　　　　（エコクラフト）�



住宅用火災警報器！�つけましたか？�

《11月の納税は》�

・固定資産税第４期�

・国民健康保険税第６期�

・介護保険料第６期�

・後期高齢者医療保険料第５期�
納期限は12月１日(月)です。�
（口座振替は12月１日）�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　998日　（11月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　　　4日　（11月１日現在）�

ご　寄　付�

19

納付期限�

11月分�
平成21年１月５日まで�

　社会保険事務所から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（10月分）敬称略�

◎香典返しとして�

　　本町二　浜本　伸介　父博死去�

　　久　連　生田　人美　父正死去�

　　宮の前　松本千登世　夫操死去�

　　本町二　田中　裕二　母純子死去�

　　柿　原　白川　　彰　母秀子死去�

　　小江尾　眞田　初枝　夫良一死去�

　　杉　谷　片山　　勇　妻惠子死去�

生田洋二郎様から江府町立図書館に金一

封ご寄付いただきました。ありがとうご

ざいました。�

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
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し
ま
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持
参
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だ
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町の人口　3,631人（－５）�

男　1,707人（－１）�

女　1,924人（－４）�

�

世帯数　1,143世帯（－１）�

�

10月末現在（　　）は前月比�

10月届�
（敬称略）�

人の動き�

)
)

�

�

◎ご結婚を祝します�

松井　　樹　　新道�

松永枝里子　　米子市から�

山下　典宏　　佐川�

山根　陽子　　新一から�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）�

助　沢　加藤　由梨　女　　 健一�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

小江尾　眞田　良一　91歳　　初枝�

本　二　田中　純子　74歳　　本人�

宮の前　松本　　操　74歳　　千登世�

久　連　竹内美智枝　81歳　　本人�

下蚊屋　小椋昌聖子　38歳　　政幸�

柿　原　白川　秀子　83歳　　　彰�

杉　谷　片山　惠子　50歳　　　勇�

池ノ内　藤原　豊子　87歳　　義仁�

池ノ内　藤原美和子　50歳　　賢司�

★いつから？�

　平成18年６月１日以降の、新築住宅に

は全てです。すでに建築された既存の住

宅は、平成23年５月31日までに設置の必

要があります。�

�

★なぜ住宅に「火災警報器」が必要？�

　住宅火災による死者は急増中です。�

「7割が逃げ遅れ」によるものです。平成17年中では、火災警報

器を設置した場合、死者が３分の１まで減少しています。設置義

務化により住宅火災の犠牲者が激減することが期待されます。�

�

★どこに設置するのですか？�

　少なくとも全ての寝室と、１階と２階に寝室があ

る場合は、階段にも設置が必要です。�

�

★どこで買えばいいの？�

　消火器などを販売している店や、ホームセンター、電気店など

で取り扱っています。�

�

★安心のNSマーク付�

　購入の目安として、日本消防技術検定協会鑑�

定基準合格品をお奨めします。�

�

★訪問販売には充分注意を�

　既に被害が出ています。消防職員、消防団員を装っての販売、

不適切な価格、無理強いなどの悪質業者には充分注意してください。�

�

※自治会、事業所などで講習会を希望される方は、消防署から出

　向して講習します。�

【問合せ先】　江府消防署予防係　電話0859－77－2001
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児童虐待とは�

　・身体的虐待…殴る、蹴る、タバコの火を押しつける、熱湯をかける、家の外に閉め出すなど。�

　・性的虐待…子どもにワイセツな行為をすること、させることなど。�

　・ネグレクト（養育放棄・怠慢など）…�

　　　適切に食事を与えない、衣類を着替えさせないなどひどく不衛生なままにする、車内や室内に置き去りに

　　するなど。�

　・心理的虐待…言葉によるおどし、無視や拒否的態度、兄弟姉妹間でのいちじるしい差別的態度など。�

虐待のもたらす影響�

　　子どもが成長過程で虐待行為を受けると、「無感動、鈍感、攻撃的、集中できない」といった、情緒的な問

　題や非行問題などが出現し、子どもの心身の成長や自立に大きな影響を与えます。�

虐待の早期発見�

　　虐待を受けた期間が長ければ長いほど、子どもには大きな影響が残ります。その影響からの回復のために、

　非常に長い時間と専門的なケアが必要になります。虐待の早期発見に努めることが非常に重要です。�

「虐待では？」と思ったら�

　　虐待を受けたのではないかと思われる子どもがいたら、迷わず次の相談（通報）先に連絡をしてください。�

　　また、DV（家庭内暴力）や高齢者虐待についても相談（通報）先に連絡をしてください。�

相談・通報先�

　　役場福祉保健課（電話75－6111）土曜・日曜日、祝日、夜間の場合は役場（電話75－2211）�

なくそう児童虐待　11月は児童虐待防止推進月間�

　鍵掛峠、奥大山スキー場周辺は、１１月に入り紅葉が見頃となり

ました。�

　紅葉しはじめは、天候に恵まれませんでした。�

しかし、11月に入り朝夕の気温もグッと下がり、例年にない紅葉の

景色が楽しめました。�

色とりどりの色とりどりの�色とりどりの色とりどりの�色とりどりの�


